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 業績予想の修正に関するお知らせ

平成 15 年５月 12 日の決算発表時に公表した平成 16 年３月期中間業績予想（個別及び連結）を、下記のと
おり修正いたします。

記

１．平成 16 年３月期個別中間業績予想数値の修正（平成 15 年４月１日～平成 15年９月 30日）
（単位：百万円、％）

売上高 経常利益 中間(当期)純利益

前回発表予想（A）
（平成 15年５月 12日発表） 35,783 492 255

今回業績予想（B） 34,560 530 255

増減額（B－A） △1,223 38 0

増減率 △3.4 7.7 0.0

前期（平成 15 年３月期中間）実績 37,582 620 301

２．平成 16 年３月期連結中間業績予想数値の修正（平成 15 年４月１日～平成 15年９月 30日）
（単位：百万円、％）

売上高 経常利益 中間(当期)純利益
前回発表予想（A）

（平成 15年５月 12日発表） 39,693 784 540

今回業績予想（B） 37,990 590 255

増減額（B－A） △1,703 △194 △285

増減率 △4.3 △24.7 △52.8

前期（平成 15 年３月期中間）実績 41,380 829 340

３．修正の理由
(1) 個別中間業績予想の修正

 売上高については、航空需要の伸び悩み等による航空関連事業の減収が当初予想を上回ったため、
前回予想を下回る見込みとなりましたが、経常利益については、受取配当金等により前回予想を上回
る見込みとなりました。これに特別損益等を加減した中間(当期)純利益については、ほぼ予想通りと
なる見込みです。

(2) 連結中間業績予想の修正
 売上高及び経常利益については、国際航空旅客の需要減少による空港免税店及び海外ギフトショッ
プの減収が当初予想を上回ったため、前回予想を下回る見込みとなりました。また、当中間期に予定
していた固定資産の売却が下期にずれこんだため、中間 (当期)純利益についても前回予想を下回る見
込みとなりました。

４．平成 16 年３月期の業績予想
 通期の業績予想につきましては、下期において、航空旅客需要の当初予想水準への回復が見込まれ、また
航空関連事業における当初計画外の売上や、固定資産売却益が見込まれていることなどから、個別･連結と
も前回予想に変更はありません。

以 上


